


























日本職業野球連盟が分裂し、セ・リーグとパ・リーグが誕生。

日本職業野球連盟が発足し、日本プロ野球の歴史が始まる。
駒治郎のもとに、大東京軍出資の声がかかり、
二つ返事で経営の参画を決意する。 

8月、駒治郎は取締役に就任し、経営に参画し始めた。
この時、ライオン軍に改称。
その後、全株を買取り、念願のオーナーに就任した。

駒治郎は没後10年を経た1970（昭和45)年に、野球
殿堂入りを果たす。野球を熱愛し、プロ野球および
社会人野球の発展に常に率先して貢献したことが
評価されたのであった。


